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公 安 委 員 会 委 員 長 挨 拶

公安委員会委員長の竹山でございます。

公安委員会を代表いたしまして、一言、
御挨拶申し上げます。

委員の皆様方には、平素から、警察活動
各般にわたり、御理解、御支援を賜っており
ますことに、この場をお借りしまして、厚く
御礼申し上げます。

さて、和歌山県警察では、「県民の期待と
信頼に応える強さと優しさを兼ね備えた警察」
を基本姿勢として、組織の総合力を結集し、
県民の皆様が安心して暮らせる社会の実現を
目指した諸対策を推進中であります。

公安委員会といたしましても、県警察を
管理する立場から、県警察の各種施策やその
推進状況、あるいは警察基盤の整備等につき
まして、積極的に意見し、議論を行っている
ところでございます。

本日は、令和６年度の警察関係予算の歳入
・歳出決算につきまして、御審議いただきま
す。
何とぞよろしくお願い申し上げます。
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警 察 本 部 長 挨 拶

警察本部長の野本でございます。

それでは、審議に先立ち、現下の治安情勢について、本年

１月から８月末までの数値を基に、簡単に御説明申し上げま

す。

まず、刑法犯認知件数は、２，５２７件で、昨年同期に比

べ、１５１件減少しております。

検挙件数は１，６７２件で、検挙率は６６．２％となって

おります。

県民が不安に感じる殺人、強盗、放火などの重要犯罪につ

いて見ると、認知件数は４２件で、３７件を検挙しておりま

す。

また、侵入盗や自動車盗などの重要窃盗犯について見ると、

認知件数は１８６件で、他府県で認知した事件を含めた２３３件

を検挙しております。

特殊詐欺については、認知件数が１１０件、被害総額は約

７億４，０００万円であり、非常に厳しい状況が続いており

ます。

また、ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺については、認知件数

が７７件、被害総額は約７億円であり、極めて深刻な状況で

す。

特殊詐欺及びＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺の検挙について

は、３０件２０人、また、口座譲渡等の特殊詐欺を助長する

犯罪で３３件２３人を検挙しております。

県警察といたしましては、犯罪の発生状況を踏まえた効果
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的な犯罪抑止対策の強化に努めるとともに、事件の早期検挙

を図ってまいります。

また、特殊詐欺等の被害防止のため、金融機関、コンビニ

エンスストア等と連携した水際対策の強化や効果的な防犯指

導・広報啓発に努めるとともに、上位被疑者検挙に向けた突

き上げ捜査を推進してまいります。

次に、交通情勢について、御説明申し上げます。

人身交通事故の発生件数は８２１件で、昨年同期に比べ４件

の減少となっている一方、死者数は２２人で１人の増加、負

傷者数も９４０人で２人の増加となっております。

本年の交通事故の特徴は、高齢者が関係する事故が、全事

故の４４．２％と依然として高く、全死者の６８．２％を高

齢者が占めています。

また、夜間の事故が大幅に増加しているほか、自転車や歩

行者の関連する事故が増加するなど、厳しい状況が続いてお

ります。

県警察といたしましては、こうした交通事故の実態を踏ま

えた安全教育や広報啓発、指導取締り等諸対策の強化に努め

るとともに、交通事故の増加が懸念される年末に向け、夕暮

れ時及び夜間の街頭活動を一層強化してまいります。

以上が治安情勢の概要でございます。

委員各位におかれましては、日頃から警察行政各般にわた

り、様々な御支援をいただいているところでございますが、

治安情勢は依然として厳しい状況にありますので、引き続き、

御理解、御支援を賜りますよう、改めてお願い申し上げます。

なお、令和６年度における決算概要及び主要施策の成果に

つきましては、会計課長から説明させます。御審議のほど、
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よろしくお願い申し上げます。
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会 計 課 長 概 要 説 明

会計課長の山口でございます。

令和６年度の歳入歳出決算の概要につきまして、御説明申

し上げます。

警察全体の歳入予算現額は、

１１億３，３８１万１，０００円

調 定 額は、 １１億 ８０５万５，１４６円

収 入 済 額は、 １１億 ７４５万９，１４６円

収入未済額は、 ５９万６，０００円

であります。

収入未済額につきましては、放置違反金に係るものであり

ます。

滞納者に対しては、電話や自宅訪問による催促業務を実施

し、最終的には、銀行口座の差押え等の強制徴収も行ってお

りますが、生活困窮や、差し押さえるべき預貯金が無い者が

多いこと等が、収入未済の主な要因となっております。

次に、警察全体の歳出予算現額は、

３０１億９，６３６万７，０００円

支 出 済 額は、 ２９２億８，６６４万８，３１０円

翌年度繰越額は、 １億３，２５６万６，０００円

不 用 額は、 ７億７，７１５万２，６９０円

であります。

翌年度繰越額につきましては、２つの事業に係る経費につ

いて、それぞれ昨年度内での執行が困難となったものであり

ます。

１つ目は、「警察学校庁舎新築事業」であります。

これは、警察学校庁舎新築に伴う造成工事に際しまして、
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当初予定していた工法について耐久性に指摘があり、工法の

変更及び設計の見直しを行ったことにより、契約時期に遅延

が生じ、昨年度予定していた工事の一部が困難となったもの

で、その経費は、

８，５８３万１千円

であります。

２つ目は、「交通安全施設整備事業」であります。

これは、和歌山市内の国道４２号における交通信号機等の

電線類地中化整備が、これに先立つ道路管理者の工事が遅延

したことにより、昨年度内での完成が困難となったもので、

その経費は、

４，６７３万５千円

であります。

不用額につきましては、委託料、工事請負費等の執行残で

あります。

続きまして、「令和６年度主要施策の成果」に基づき、そ

の中から主なものについて御説明申し上げます。

「令和６年度主要施策の成果」の１１８頁から１１９頁を

御覧ください。

はじめに、Ⅰの警察本部費関係です。１の「情報管理業務

事業」として、業務の合理化・効率化を図るためのデジタル

ワークスタイル環境を整備するため、電子決裁・公文書管理

システムを構築するとともに、場所を問わず各種警察活動を

提供する柔軟な働き方を実現するため、ＶＰＮシステムを導

入しました。

これらの事業に要した経費は、

６億４，４８８万９千円

であります。
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次に、Ⅱの警察施設費関係です。２の「大規模災害時にお

ける災害対処能力の強化事業」として、大規模災害により浸

水被害が想定されている海南警察署において、代替指揮機能

を有した災害拠点交番を新築するもので、２箇年事業の初年

度の工事費として、

この事業に要した経費は、

３，９６６万６千円

であります。

次に、Ⅳの警察活動費関係です。犯罪抑止総合対策の推進、

悪質・重要な犯罪の徹底検挙のため、２の「一般犯罪捜査活

動事業」、４の「生活安全活動事業」等を行い、県民生活を

脅かす犯罪等の予防や被害防止に関する広報啓発活動、捜査

活動及び犯罪鑑識活動等の充実、捜査力強化に必要な資機材

の維持管理を図りました。

これらの事業の成果として、令和６年の刑法犯認知件数は

前年より増加したものの、コロナ禍前の令和元年の水準を下

回り、平成１３年のピーク時の６分の１程度という低い水準

に抑えることができました。

また、令和６年中の刑法犯検挙率は、全国平均を上回る６４.７％

でありました。

これらの事業に要した経費は、

「一般犯罪捜査活動事業」が ５億７，７１９万１千円

「生活安全活動事業」が ６，８８６万５千円

であります。

次に、交通事故抑止総合対策の推進のため、６の「交通警

察活動事業」、７の「交通安全施設整備事業」、８の「交通

安全施設維持管理事業」等を行い、県民の交通安全意識を高

めるための子供・高齢者を重点とした交通安全教育や広報啓

発活動、道路交通の安全確保のための交通指導取締活動、交
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通信号機等の新設・改良等の交通安全施設の整備・維持管理、

摩耗している横断歩道標示の補修を行いました。

これらの成果として、人身交通事故発生件数を２３年連続

して減少させることができました。

これらの事業に要した経費は、

「交通警察活動事業」が ２億６，２５０万２千円

「交通安全施設整備事業」が ６億４，４９１万４千円

「交通安全施設維持管理事業」が４億５，３２２万７千円

であります。

次に、昨年６月１日、本県で開催された『第35回全国「み

どりの愛護」のつどい』への御臨席及び地方事情御視察のた

め、１１の「警衛警備事業」を行い、本県にお成りになった

秋篠宮皇嗣同妃両殿下の警衛を行いました。

この成果として、両殿下の御身辺の安全を確保するととも

に、歓送迎者の雑踏等による事故を防止することができまし

た。

この事業に要した経費は、

５，３３７万３千円

であります。

次に、サイバー空間の脅威に対する総合対策の推進のため、

１２の「総合的なサイバーセキュリティ対策の強化事業」等

を行い、益々深刻化するサイバー空間の脅威に的確に対応す

るため、高度な知識を持った捜査員の育成と、高性能化・大

容量化し続ける電子機器の解析に対応できる高度解析機器の

維持管理を図りました。

この成果として、サイバー犯罪の検挙件数は、令和３年以

降で最多となりました。

この事業に要した経費は、

８，９４２万１千円

であります。
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以上で、令和６年度の警察本部関係の歳入歳出決算概要の

説明を終わらせていただきます。

何とぞ、御審議のほど、よろしくお願いします。


	公安委員会

